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児以外の相談にのってくれる｣では､いずれも､回避
型<アンビバレント型<安定型で満足度が高くなってお





no.は頒蛎 田子1 田子2 国子3
く雌 .物 性) (抑うつ.不窄) く困感.噺如ぬき)
5. チビもをとめどなくnbてしまうことがある




7. 何奴こも粉 食 すぎてしまう
4. 染天的でくよくよ考えない* #
12.コ稽押僧紺軌こねそわれることがある





耶 価 2.048 1.169 1.068
固持 与率 25.6% 14.6% 13.3%
* は脚 日
Table.2 1WM別のつきあい満足度結果 (平均値と標準偏差･F億)
項目 安定型 アンビバレント型 回避型 F価 多妻比較
子どもを誘い合って遊ば 3.47 3.25 2.92 10.26 注1
せる (.69) (.89) (.90)
育児の心配事や悩みを話 3.57 3.45 3.20 7.57 注2
せる (.56) (,66) (,69)
急な用事の時子どもを絹 2.87 2.74 2.67 .726 ∩.S
けあえる く1.14) (1.13) (1.01)
育児以外の相鉄にのつて 3.38 3.21 2.88 8.07 注3
注1 回避型と安定払こ0.1%僻 穏墓



















Tab一e.31WM別のつきあい観比較結果 (平均値 ･標準偏差 ･F値)
安定型 アンビバレント型 回避型 F価 多妻比較
礼儀をわきまえて程よい 3.74 3.55 3.65 2.61 nS
距杜でつきあえる (.4†) (.61) (.63)
子どものしつけ等にお互 3.14 3.04 3.06 .396 mS
い気軽に考えを言える (.79) (.77) (.95)
表面上のつきあいはあるが､なかなか関係が深まらない 2.28(73) 2.58(7) 2.66(89) 6.26 注1
仲良し集団があり入って 2.20 2.94 2.75 18.69 注2いけない雰囲気がある (.80) (.90) (.89)



















安定型 アンビバレント型 回避型 F億 多生出校
攻撃.衝動性 10.04 ll.78 10.80 12.05 注1
(2.35) (2.43) (2.16)
困惑. ll.43 13.93. 12.06 24.23 注2
自億のなさ (2.32) (2.49) (2.12)




4.0 5.00 6.00 7.CO 8.00 9.00 10.00 11.00 12.00 13.00 14.(0 15.00 16,(X)
攻筆･衝動性縛点
Fig.2 1WM別攻撃 ･衝動性得点
中西美紀,岩堂美智子 幼児を持つ母親の仲間関係と育児困難感 一内的ワーキングモデル尺度を用いて一 一111-
4.∝〉5,(X)6.00 7.00 8.09.00 10.00ll.0012.0013.0014.0015.0016.0017.CO18.∞19.00
歯惑･自個のなal尋点
Fig.3 1WM別困惑 ･自信のなさ得点









調整済み決定係数R全 F検定 R2=0.0∝I*** R2=0.133柵★ R2=0.0!泊★★★
F値 6.578 14.399
アンビバレント型 .266*** .386*** .298***
回避型 .073 .057 .050
つきあい満足度 -.038 -.016 -.15が
得点
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型､回避型)別に分析したところ､仲間関係の満足度､つきあい観､育児困難感すべてに統計的に有意な差が示された｡
また､母親仲間関係における満足度の低さは､育児困難感の ｢抑うつ ･不安｣因子のみを高め､｢攻撃 ･衝動性｣因子
と ｢困惑 ･自信のなさ｣因子には影響しないことが示された｡これらの結果より､母親どうしのつながりには､母親の
対人態度傾向が影響すること､母親どうしの関係が満足できないものであっても育児困難感全般を高める要因にはなら
ないことが示唆され､今後の子育て支援に必要な観点について考察を行った｡
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